


【令和2年6月定例会 質問】

「働き方改革葛エフし1て」

私たちの生活の中に、コンピューターが無くてはならないもの(こ

なりました。黒部市役所(こおいても例外なく、業務において不可欠

なものとなり、特に近年のi T・ l CTの進展により、職員の働き方

が大きく変化したのではないかと思います。

でも、どんな(こコンピューターが発展して便利になっても、最終的

(こは人と人とが、顔を向き合って対話する「フェイスtoフェイス」

が基本であり、これからより大切(こなってくる時代(こなると思って

います。

しかし、現状は職員の視線が来庁者である市民に向いているので

はなく、パソコン画面に向いている事が多くなっていないでしょうか。

近年(こおいて、課題・問題が多様化し、且つ、複雑化してきてい

るにも関わらず、大切である直接会って対話する事が段々と減少し

てきているのではないがと危惧するところ

です。

市民に、より丁寧な対応が求められている

にも関わらず、市民(こ直接かかわる業務で

は、業務量が増加し、マンパワーが不足。

職員数の増員や時間外勤務をすれば、少し

は軽減されるかもしれませんが、人口減少や働き方改革で、定員や

仕事量を増加することは、現状では困難と考えます。

そのような現状から、期待されているのは、 AI (人工知能)や

RPAと呼ばれるソフトウエアロボットの導入です。パソコン(こデー

タ入力する日々の業務管理等の単純な業務を「機械」つまりロボッ

ト(こ任せて、職員の負担を軽減する。その結果として生じた時屑

市民(こ対応する時間として使う事で、

より質の高い市民サービスが出来る

のではと考えます。

そしてもう-つが、アウトソーシ

ング。外部委託です。今まで庁内で

すべて処理していた業務の-部、ま

を、

たは全部を外部に委託することで、先ほどと同じく職員の負担を軽

減出来ると考えます。

それらは、外部を変えるのではなく内部の考えや仕組みを変える事

です。外部を変えるのは難しいですが、内部を変えるのは、変えよ

うと思うかどうか、実行するかどうかです。

市民サービスの向上とは、単純に窓口における手続きの円滑化を

するのではなく、多様化する市民ニーズに的確に応えていくことだ

と思います。

そのためには、業務を効率化して職員の負担を軽減し、その結果

として生じた時間を、市民に対応する時間として使うことで、市民

サービスの向上、より質の高い市民サービスに繋げていけるのでは

ないでしょうか。

(問) 「定員適正化計画等に基づく職員数等の状況と取組の成果」につ即竜

(答)今年度からは、これまでの総務課の一元管理から各課の適時管

理を取り入れることで、時間外勤務の抑制意識の醸成(こつなげ

たい。

(問) RPA、 A日の利用について

(答)昨年度実施した4業務の検証を行った結果、年間8 4 0時間、

7う%の業務量の削減効果があった。今年度からは本市単独で

成果の検証と業務範囲拡大を検討する。

また、 Ai (人工知能)は、現時点で、導入には至っていないが、

費用対効果を見定め、導入(こ向けて検討していきたい。

「未来にフなける地域フくり葛エフし漢て」

人口減少、少子高齢化が進んでいます。地域の振興会・町内会な

どの各種団体の組織運営があと何年続くのか。次世代に繋いでいか

ないと、地域の活動人口が減少し、気づいたときには「あとの祭り」

となってしまわないかI已l配です。

そうならない為には、住んでいる地域の事を理解し、自ら課題を

見つけ出し、解決していく仕組みづくり等、自立した地域を作る事

が重要だと考えます。

現在の地域活動を見ると、防犯、防災、福祉、生涯学習など多岐

に渡っています。組織としては、防犯から地区安全まちづくりセン

ター、福祉から地区社会福祉協議会、社会教育から公民館、防災か

らは地区自主防災会などがあり、各公民館には「まちづくり推進員」

(聞) 『アウトソーシング』、 (業務の外部委託)の考え方につい電

(答)可能な業務を整理し、導入を検討していく。

(問)次期定員適正化計画に向けて目指す働き方について

(答)近年は、業務が複雑かつ多様化するととも(こ業務量も増大して

おり、一部の部署において適正な人員配置とはなっていない。

業務の効率化と簡素化を踏まえつつ、真に必要な職員数(こつい

て見極めていく。

攫醒溺
と「公民館主事」という肩書を持った方が常駐しています。公民館長、

自治振興会長、地区社会福祉協議会会長、その他にも防災"防犯など、

課題によってトップが違うのもわかりにくく、予算的にも出所もバ

ラバラで、それらを統-したほうが分かり

易いのではないがと思います。

また、公民館の役割も町内会で自主的に

持っている自治公民館と教育委員会管轄で

活動に法の縛りがある地区公民館も、運用

方法が混同しやすく、場所によって解釈が

違うので、サークル活動でも利用しやすい

ところに集まっているという声も聞こえて
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きます。法の縛りがある事を地区役員でさえ知らないところもある

ではないかと思っています。あるところでは良い、あるところでは

駄目という不公平さがあるのであれば、地域の拠点施設として、よ

り地域活動(こ活用できるように、利用上の制約を緩和したほうが公

平です。 そして、それらを管理する市も私たちの住む地域の課題

を解決するために、人口減少、少子高齢化という社会環境の変化を

受けて、全庁的な取組みが必要であり、様々な地域資源との連携も

必要となってきていることから教育委員会ではなく、市長部局管轄

にした方が動きやすいのではないかと考えます。

また、運営に関しても地域ごとに課題や考え方が違うので、指定

管理者制度を導入し、 「自治振興会」 (こコミュニティセンターの運営

を委託すると同時に、これまで各所が事業ことに計上する補助金で

はなく、自主財源も利用しながら、地域の実情(こ応じて、自らが判

【がわら版9月定例会】

「幼稚図・保育所 施策にフし1て」

質問に至った経緯として、

①人口減少"少子化の進展。

②令和元年10月から幼児教育・

保育の無償化開始してから1

年間の検証。

(D令和与年、石田こども園の民

営化と同時に幼保連携型認定

こども園になる。

断し、責任をもって使い道を決めることが可能な包括的な交付金制

度を導入してはどうかと思います。

(問)公民館運割こ関する本市の考え方iごつ即で

(苔)魅力ある地域の活動拠点となるよう取り組んでいる。

(問)地区公民館のコミュニティセンター化について

(答)庁内に各関係各課(こよる協議の場を設置し、地域の関係者の意

見を聴いて、検討を開始したい。

その他、 「コロナ禍での経済“観光の影響について」 「危機管理体制

tこついて」 「シアター“オリンピックスとジオバークについて」の賃

問を致しました。

④大布施保育所は建て替えと同時(こ幼保連携型認定こども園になる。

⑤黒部愛児保育園は、改築し令和う年度から4、 5歳児の入園可能

になる。

⑥前沢保育所10年、下立保育所と若葉保育所14年の残存耐用年

数が迫り、修繕"改修か建て替えか、さら(こは再編かの判断をす

る計画策定の時期が近づいている。

以上の事から今後、本市における幼稚園・保育所の在り方が大きく

変わってくることが予想されることから質問しました。

(問)幼稚園、保育所の定員・在籍園児数

【答】令和2年9月1目現在(人)

区分 定員 在籍数 

幼碓囲う園 220 62 

保育所14所 1485 1弓47 

実績値は計画値に対し、少ない状況にある。

(間)石田、生地に加え、大布施保育所椰子墜電圃帽怒蚤郷、百姓も

国に対しての本市の蓄えを伺う。

【答】施設改修のタイミングなどを捉え、こども園への移行を検討する。

(問)大布施保育所と石田こども園が同時期に整備され、人材の確保

という点で苦戦すると思われる。もし人材確保が出来なかった

ら開園が遅れる妻も蓄えられるが、本市の考えを伺う。

【答】これまで民営化を進めてきたノウハウもあり、保育を引き継ぐ

ための職員確保など、運営法人と協議を重ねながら対応していく。

(聞)幼稚園と保育所の提供区域は市内全域となっているが考え方を伺う。

【答】今の募集方法で概ね希望に沿った施設への入所がなされてい

ると考えている。

(問)保“幼"小"中学校の計画が連続している必要があると害える。

本市の考えを伺う。

【答】施設の改修、改築は、総合振興計画及び公共施設再編計画に基

づきながら、計画的に整備を進めたいと考えており、今後も集

団としての保育が成り立つかを指標に、施設の老朽化、入所児

童数の推移などを注視しながら、必要(こ応じ、議会や地域、子

育て世代の意見も伺っていく。

その他、 「公共交通を活かしたまちづくりについて」の質問を致しま

した。
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私たちが生活する黒部市は、北陸新幹線の駅や国道8号線バイパスが開通し、人の出入りや交通量も以前より増えたように感じます。

黒部市発行の「統計黒部」 (平成21年度・平成ろ0年度)から〇日の数が10年間でどんな風に変化してきているのか見てみました。

出生数が減少し死亡数が増加しています。交通人身事故や刑法犯罪が減少していますが、救急車出動が増えています。地銀電車利用

者数は新幹線開業で新黒部駅が出来て、利用者が増えました。

俸曾曾
死亡

H21:1.19人

H30: l.27人

/雪

「・・、田

転入 
H21:3.16人 

H30:3.4人 


